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兵庫県警察本部

テ ロ 対 処 合 同 訓 練 の 実 施

テロを許さない社会の実現／官民連携のテロ対応
作成：兵庫県警察本部警備部警備課

○ 令和５年２月16日(木)､Ｇ７広島サミット開催を控え、博多駅から姫路駅を往復する
新幹線車両を使用した５県警察（兵庫、岡山、広島、山口、福岡）とＪＲ西日本による
テロ対処合同訓練を実施しました。

○ 兵庫県警察は、
・ 走行中の新幹線内で刃物使用の殺傷事案が発生したとの想定で、岡山県警察
と連携した犯人の制圧、引き渡し
・ ＪＲ姫路駅に停車中の新幹線車両内で爆発物容疑物件が発見されたとの想定
で、鉄道事業者と連携した利用客の避難誘導や爆発物対応専門部隊による
爆発物容疑物件の処理

等を行い、他県警察や鉄道事業者との連携要領等について確認しました。

○ また、本訓練では「テロ対策兵庫パートナーシップ推進会議」参画機関（10機関・
団体21名）の方に見学して頂きました。

○ 本年５月に｢G７広島サミット｣が開催され、本年４月から12月にかけて
関係閣僚会合が全国で15会合開催されます。

○ 兵庫県警察では、これら大規模イベントに伴い､更なるテロ対策を推進
してまいりますので、引き続き、ご理解とご協力をお願いいたします。

○ また、今後も各機関・団体との合同訓練を実施してまいります。
各機関・団体で、テロ対処訓練等の計画・実施を検討される際には、

お気軽にご相談ください。
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